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◎
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律�

�
（
平
成
二
六
年
二
月
一
七
日
法
律
第
一
号
）

一
、提
案
理
由（
平
成
二
六
年
二
月
四
日
・
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
会
）

○
下
村
国
務
大
臣　

こ
の
た
び
、
政
府
か
ら
提
出
い
た
し
ま
し
た
独
立
行

政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
、

そ
の
提
案
理
由
及
び
内
容
の
概
要
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
五
日
に
閣
議
決
定
し
た
好
循
環
実
現
の
た
め
の

経
済
対
策
で
は
、
そ
の
具
体
的
施
策
と
し
て
、
科
学
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
、
技
術
開
発
の
推
進
の
観
点
か
ら
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト

な
革
新
的
研
究
開
発
を
強
力
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
、
将
来
に
お
け
る
我
が
国
の
経
済
社
会
の
発
展
の
基
盤

と
な
る
革
新
的
な
新
技
術
の
創
出
を
集
中
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成

二
十
五
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
よ
り
交
付
さ
れ
る
補
助

金
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
、
革
新
的
な
新
技
術

の
創
出
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
科
学
技
術
に
関
す
る
基
礎
研
究
等
の
業
務

等
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
等
の
措
置
を
講
じ
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、こ
の
法
律
案
の
内
容
の
概
要
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

第
一
に
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
は
、
平
成
三
十
一
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
革
新
的
な
新
技
術
の
創
出
に
資
す
る
こ

と
と
な
る
科
学
技
術
に
関
す
る
基
礎
研
究
等
の
業
務
等
に
要
す
る
費
用
に

充
て
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
も
の
と
し
、
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
基
金

の
運
用
方
法
の
制
限
や
、
基
金
を
廃
止
す
る
際
の
残
余
額
の
処
理
に
つ
い

て
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
二
に
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
基
金
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
業
務
に

係
る
部
分
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
の
業
務
方
法

書
や
中
期
計
画
の
認
可
等
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関

係
行
政
機
関
の
長
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
総
合
科
学
技
術
会
議
の
意
見

を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
三
に
、
基
金
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
業
務
に
つ
い
て
、
特
別
の
勘

定
を
設
け
て
経
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

第
四
に
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
は
、
毎
事
業
年
度
、
基

金
を
財
源
と
し
て
実
施
す
る
業
務
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
て
文
部
科

学
大
臣
に
提
出
す
る
と
と
も
に
、
文
部
科
学
大
臣
は
当
該
報
告
書
を
国
会

に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

以
上
が
、
こ
の
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
内
容
の
概
要
で
あ
り
ま
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す
。何

と
ぞ
、
十
分
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

二
、
衆
議
院
文
部
科
学
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
二
月
四
日
）

○
小
渕
優
子
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
部
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
案
の
主
な
内
容
は
、
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１

号
）に
よ
り
交
付
さ
れ
る
補
助
金
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
の
間
に
限
り
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
、
革
新
的

な
新
技
術
の
創
出
に
資
す
る
研
究
等
に
充
て
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ

と
な
ど
で
あ
り
ま
す
。

本
案
は
、
二
月
三
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
本
日
、
下
村
文
部
科
学

大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
、
質
疑
を
行
い
、
討
論
、
採
決
の

結
果
、
本
案
は
賛
成
多
数
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第

で
あ
り
ま
す
。

な
お
、
本
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
た
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
二
月
四
日
）

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一　

本
法
及
び
補
正
予
算
に
よ
り
行
わ
れ
る｢

革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
個
別
テ
ー
マ
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
費
投
入
の
有

効
性
・
適
正
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
既
存
の
研
究
開
発
の
延
長
線
上
で
は

な
く
、
飛
躍
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

を
選
定
し
、
広
く
国
民
の
生
活
に
還
元
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

二　

研
究
の
成
果
を
左
右
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
選
任
に

当
た
っ
て
は
、
広
く
内
外
か
ら
人
材
を
公
募
し
、
卓
越
し
た
構
想
力
、

知
見
、
企
画
力
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
有
す
る
者
を
選
定
す
る
こ

と
。

三　

個
別
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
お
い
て
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
最
適
と
判
断
す
る
研
究
者
の
人
選
、
研
究
機
関
の
選
定
等
の

契
約
及
び
調
達
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。

ま
た
、
基
金
の
使
用
及
び
管
理
・
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
公
正
性
及
び

透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

四　

研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
評
価
に
当

た
っ
て
は
、
複
数
年
に
わ
た
り
多
額
の
国
費
が
投
入
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
に
鑑
み
、
有
効
性
や
適
正
性
を
含
め
、
適
切
に
評
価
す
る
シ
ス

テ
ム
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
評
価
や
研
究
成
果
等
の
国
民
へ
の
情



独
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報
提
供
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

五　

｢

革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実
施
を
通
じ
て
、
我
が
国

に
お
け
る
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
野
心
的
な
研
究
開
発
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
既
存
の
研
究
助
成
制
度
及
び
研
究
開
発
に
係
る
基
盤
的
経

費
の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
我
が
国
の
研
究
開
発
力
の
強
化

を
図
る
こ
と
。

三
、
参
議
院
文
教
科
学
委
員
長
報
告（
平
成
二
六
年
二
月
七
日
）

○
丸
山
和
也
君　

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
文
教
科
学
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

本
法
律
案
は
、
平
成
二
十
五
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
よ
り
交
付
さ

れ
る
補
助
金
に
よ
り
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
に
、
革
新
的

な
新
技
術
の
創
出
に
資
す
る
こ
と
と
な
る
科
学
技
術
に
関
す
る
基
礎
研
究

等
の
業
務
等
に
要
す
る
費
用
に
充
て
る
た
め
の
基
金
を
設
け
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

要
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
選
任
の
在
り
方
、
補
正
予
算
で
基

金
を
創
設
す
る
理
由
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細

は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
討
論
に
入
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
共
産
党
を
代
表

し
て
田
村
委
員
よ
り
反
対
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

討
論
を
終
わ
り
、
採
決
の
結
果
、
本
法
律
案
は
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
本
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
六
年
二
月
七
日
）

政
府
及
び
関
係
者
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
す
べ
き
で
あ
る
。

一
、
本
法
及
び
補
正
予
算
に
よ
り
行
わ
れ
る｢

革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
個
別
テ
ー
マ
の
設
定
に
当
た
っ
て
は
、
国
費
投
入
の
有

効
性
・
適
正
性
を
考
慮
し
つ
つ
、
既
存
の
研
究
開
発
の
延
長
線
上
で
は

な
く
、
飛
躍
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
可
能
性
の
あ
る
も
の

を
選
定
し
、
得
ら
れ
た
研
究
成
果
に
つ
い
て
は
、
広
く
国
民
の
生
活
に

還
元
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、
選
定
さ
れ
た
個
別
テ
ー
マ
の

意
義
に
つ
い
て
、
国
民
に
十
分
な
説
明
を
行
う
こ
と
。

二
、
研
究
の
成
果
を
左
右
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
選
任
に

当
た
っ
て
は
、
広
く
内
外
か
ら
人
材
を
公
募
し
、
卓
越
し
た
構
想
力
、

知
見
、
企
画
力
及
び
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
有
す
る
者
を
選
定
す
る
こ

と
。

三
、
個
別
の
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
お
い
て
は
、プ
ロ
グ
ラ
ム
・
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マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
最
適
と
判
断
す
る
研
究
者
及
び
研
究
機
関
の
選
定
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
契
約
及
び
調
達
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

こ
と
。
ま
た
、
基
金
の
使
用
及
び
管
理
・
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
公
正

性
及
び
透
明
性
を
確
保
す
る
こ
と
。

四
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
研
究
者
が
自
ら
の
能
力
を
十
分
に

発
揮
し
、
個
別
の
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
集
中
し
て
取
り
組
め
る
よ

う
、
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
等
の
研
究
支
援
体
制
を
整
備

す
る
こ
と
。

五
、
研
究
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
評
価

に
当
た
っ
て
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
・
ハ
イ
イ
ン
パ
ク
ト
な
挑
戦
的
研
究
開

発
を
支
援
す
る
と
い
う
事
業
目
的
に
鑑
み
、
単
に
成
果
の
み
を
求
め
る

の
で
は
な
く
、
研
究
へ
の
取
組
、
過
程
を
含
め
、
多
様
な
角
度
か
ら
適

切
に
評
価
す
る
手
法
を
整
備
す
る
こ
と
。
ま
た
、
評
価
や
研
究
成
果
等

の
国
民
へ
の
情
報
提
供
を
適
切
に
行
う
こ
と
。

六
、｢

革
新
的
研
究
開
発
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
実
施
を
通
じ
て
、
我
が
国

に
お
け
る
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
挑
戦
的
研
究
開
発
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
既
存
の
研
究
助
成
制
度
及
び
研
究
開
発
に
係
る
基
盤
的
経
費

の
充
実
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
我
が
国
の
研
究
開
発
力
の
強
化
を

図
る
こ
と
。

　
　

右
決
議
す
る
。


